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6月は、2024年版バー
コード名表作成・引き渡
しツールを市内４０校全
校が利用できるように、
「Public」→「教育研究
センター」フォルダにイ
ンストールしました。ま
た、バーコードを利用し
た引き渡し受付を行われ
る学校の「設定支援」が
多くなりました。

※「Public」内の「教
育研究センター」フォル
ダ、「T-Net」フォルダ
には、各校独自の作業ファ
イル等を保存しないでく
ださい。
「教育研究センター」

フォルダは、バーコード
引き渡しマニュアル、地
域調べFigJam版やScratc
hデータ等、このINFOの
配信時に添付された資料
の保存場所としています。
その資料参照にご利用く
ださい。

INFO70号、73号で
「地域調べ」のまとめ方
として、
①FigJam
②Scratch
③Googleスライド
の3つの例を紹介してい

ます。
このたび、②、③のマ

ニュアルを本紙とともに
送信しますので、「教育
研究センター」フォルダ
内の資料をご覧ください。
②Scratchは、ひとつの

ファイルをみんなで作り
あげるということは難し
く、個々に作るプログラ
ミングの観点で取り組む
には良いでしょう。
協働的な学びという観

点では、③Googleスライ
ド、①FigJamが良いでしょ
う。

ChatGPTやCopilotが身
近になりました。
Copilotには、画像を提

案する機能も備わってお
り、「こんな感じの風景」
と少し条件を明確にすれ
ば、その画像を提案して

くれます。
その画像をもとに、児

童生徒が、作品の応募を
してしまうこともありま
す。
最近の作品募集には、

著作権のリーフレットが
一緒に配られたり、応募
様式に、生成AIをどの場
面で使用したか、引用、
参考にした画像の著作権
の有無を申告したりする
ものもあります。
何より、生成AI自体が

利用年齢制限を設けてい
るものもあります。
無料であっても、様々

なアプリに年齢制限の有
無があり、利用前の確認
が必要です。

授業や同時配信する場
合は、下図に基づいて、

「教育のDXを加速する著作権
制度∼授業目的公衆送信補償金
制度について∼」2022年6月

文化庁著作権課

著作物の使用許諾を得な
くても使用できます。
しかし、児童生徒は

「学校で使っていたから
いいだろう」と拡大解釈
して、著作物の無許諾使
用や年齢制限を確認せず
に使用することが考えら
れます。
SNSを含めて、著作権

の有無、無断転載の禁止、
生成AIの利用制限につい
て、「夏休みの過ごし方」
等に記載し、児童生徒に
知らせておく必要があり
ます。
無用な混乱を避けるた

め、応募票にあらかじめ
チェックボックスを設け、
利用の有無を明示させる
ものもあります。
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＜アカウントの管理＞
学習者用端末、指導者用

端末にかかわらず、アカウ
ント、パスワードにより、
いつでもどこでもデータに
アクセスすることができま
す。反面、それを知ってい

る他の人は、「なりすます」
こともできます。流出に注
意してください。当初から、
先生、児童生徒によらず、
本体のパスコードを変更し
た場合、その記録は管理職
による保管を依頼していま
す。また、CBTなどでアカ
ウントを忘れた児童生徒対

応が必要な場合、個人カー
ドを配付して、それを使い
ます。(当初より、作成様式
も提供しています。)
セキュリティを保つ努力

を惜しまず、さらに、不正
アクセスについても安心せ
ず、使わない時は端末であっ
ても電源を切ってください。

知っておきたいICT


